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図 6-1-1 クルマエビの眼柄
　　矢印はサイナス腺を示す

6眼柄処理による天然雌クルマエビの短期催熟
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表 6-1-1 天然親エビと養成親エビから得られるふ化幼生数（推定値 *1）
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図 6-1-3  養成親エビの脱皮殻
　　脱皮殻に付いて精包（矢印）も脱落する

表 6-1-2 眼柄処理による雌クルマエビ催熟効果の時期変動（2006 ～ 2011 年）
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図 6-1-4 両眼処理で成熟した個体の卵巣組織像
　　第 1 卵群の発育が著しく非同期的であり，卵黄
　　球 3 期，前成熟期および成熟期の卵母細胞が観
　　察される。
　　n，核； m，成熟期卵母細胞； pm，前成熟期卵
　　母細胞；　tyg，卵黄球 3 期卵母細胞

表 6-1-3 供試個体の大きさと卵巣成熟ごとに見た
　　眼柄処理の効果
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図 6-1-6 眼柄処理で短期催熟した親エビの卵影写真
　　A，眼柄処理時； B，眼柄処理から 3 日目の朝；
　　C，4 日目の翌朝（完全産卵）； D，6 日目の朝

図 6-1-5 催熟飼育中に起きた養成親エビの損傷
　　3 箇所に裂傷（矢印）がみられる
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